
令和６年度 小学部 学部研究まとめ 

研究部 

1 今年度の学部研究について 

・遊び、生活単元学習、音楽の研究授業及び授業研究会を実施した。 

・授業者(授業担当学年)には略案を作成していただいた。 

・目標や内容と手立てを考える参考として、先行研究から抜粋した資料を通して、「主体的な学び、対話

的な学び、深い学び」の目指す具体的な児童生徒の姿や手立てについて学んだ。 

・観点別評価について、先行研究から抜粋した資料を通して、目標の設定ポイントや評価規準の設定ポ

イントについて学んだ。 

 

２ 第１回研究授業 小学部３年「遊びの指導」   

(1)指導略案より 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 第２回 研究授業 

 

 

 

(2)個別の目標と評価 

 観 点 児童 個別の目標 評 価 

知識・技能 Ａ 氷の特性が分かり、溶かしたり塗っ

たりすることができる。 

冷たさや体に触れると溶けるという氷の

特性を理解し、溶かしたり塗ったりして遊

ぶことができた。 

Ｂ 氷の特性を活かして、溶かしたり滑

らせたりすることができる。 

滑って溶ける特性が分かり、溶かしたり滑

り台を滑らせたりして遊ぶことができた。 

Ｃ 氷の感触に興味を持ち、手で握った

り押しつぶしたりすることができ

る。 

教師に勧められ、氷を手に持ったり足で踏

みつぶしたりして遊ぶことができた。 

思考力・判断

力・表現力 

Ａ 見通しをもって活動に取り組み、好

きな遊び方を見つけ、複数の氷で遊

ぶことができる。 

自分で好きな遊びを選んだり考えたりし

て、複数の遊びを楽しむことができた。 

終わりの合図やＢＧＭを聞いて片付ける

ことができた。 

Ｂ 見通しをもって活動に取り組み、好

きな遊び方を見つけ、複数の氷で遊

ぶことができる。 

色を選んだりポケットに氷を入れたり遊

び方を見つけ、様々な氷で遊ぶことができ

た。 

Ｃ 活動スケジュールを教師と一緒に

確認したり活動したりすることで

見通しをもち、自分なりの遊び方で

たらいに自分から足を入れ冷たさや感触

を楽しむことができた。 

自分の好きな遊び方で遊ぶことができた。 

日 時 令和６年７月１７日（水）３校時（１０：２５～１１：１０） 

場 所 小学部３年２組教室 

対 象 通常学級７名（男子５名、女子２名）重複障がい学級２名（男子２名） 

授業者 工藤 萌生（Ｔ１）、千田 隆芳（Ｔ２）他３名 

１ 単元名 

「めざせ！カラフルはかせ」 

６ 本時の計画（７／８） 

（１）本時の目標 

  ①氷の特性が分かり、手で溶かしたり紙に塗ったりすることができる。【知識及び技能】 

  ②見通しをもって活動に取り組み、自分なりの遊び方を見つけ、色や形の違う氷で遊ぶことが

できる。【思考力，判断力，表現力等】 

  ③主体的に活動に取り組み、時間いっぱい遊ぶことができる。【学びに向かう力，人間性等】 

 



遊ぶことができる。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

Ａ 自分で作った氷で遊ぶことを楽し

みにし、主体的に活動に取り組む。 

坂を滑らせるなど自分で遊び方を見つけ、

楽しむことができた。 

Ｂ 自分で作った氷で遊ぶことを楽し

みにし、主体的に活動に取り組む。 

友達に自分から声を掛け、一緒に楽しむこ

とができた。 

Ｃ 主体的に活動に取り組み、時間いっ

ぱい遊ぶことができる。 

興味があるコーナーを回り、主体的に活動

することができた。 

(3）課題点、改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 第２回 研究授業 小学部６年「生活単元学習」 

(1)指導略案より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)個別の目標と評価 

 観 点 児童 個別の目標 評 価 

知識・技能 Ａ 

 

質問の仕方が分かり、友達に好きな

食べ物を英語で尋ねることができ

る。 

「What food do you like?」という質

問文が分かり、友達に尋ねることができ

た。 

話し慣れている様子がみられた 

思考力・判断

力・表現力 

Ａ 

 

自分の好きな食べ物を英語で伝え

ることができる。 

 

「I like ～」と自信をもって発表する

ことができた。 

自分の好きな食べ物を英語で伝えること

ができた。 

・児童の興味関心に沿ったコーナー設定や、選べたり工夫できたりする場の設定が良かった。 

・教師が遊び方の手本を示したり誘ったりして、新しい遊びへ誘導できていた。 

・教師が児童と一緒に楽しく遊ぶことで、まねをして遊ぶ児童が見られ、また児童同士の関わりにも

発展していた。 

・音楽により場面の切り替えができていた。 

⇒・口に入れる児童がいたので、色付けは食紅やシロップを使ってはどうか。または約束をする。 

 ・コーナーを独り占めする児童がいたので、ルール決めや量の調整をしてはどうか。 

 ・アイスホッケー台をもう少し大きくしたらより迫力あるゲーム展開になるのではないか。 

 ・音楽で分かっているようなので、タイムタイマーは不要ではないか。       など 

 

日 時 令和６年９月９日（月）５校時（１３：００～１３：４５） 

場 所 小学部６年１組教室 

対 象 通常学級７名（男子４名、女子３名）重複障がい学級１名（女子１名） 

授業者 石関 勇気（T１）、松本 彩織（T２）木村 孔子（T３）、阿部 綾乃（T４） 

１ 単元名 

「何が好き？英語で質問してみよう！」 

５ 本時の目標（３／４） 

（１）自分の好きな食べ物を身振りや言葉で伝えることができる。【思考力・判断力・表現力等】 

（２）相手に伝わるように工夫しながら尋ねたり答えたりしようとする。【学びに向かう力、人間性

等】 



主体的に学

習に取り組

む態度 

Ａ 

 

食べ物の英単語に興味を持ち、自 

分から話そうとしたり、相手の答 

えを聞いたりしながら、主体的に 

活動に取り組む。 

自分から友達に質問したり、英語で話した

りすることを楽しんでいた。 

大きな声、相手が聞き取りやすい話し方を

考えて発表できた。 

(3)課題点、改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 第３回 研究授業 小学部２年「音楽」 

(1)指導略案より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)個別の目標と評価 

 観 点 児童 個別の目標 評 価 

知識・技能 Ａ 自分の担当する音階が分かり、音楽

に合わせてプッシュベルを鳴らす

ことができる。 

自分の担当する音階を理解して、音楽も聴

き友達に合わせてプッシュベルを鳴らす

ことができた。 

Ｂ 

 

教師と一緒にプッシュベルを鳴ら

すことができる。 

教師と一緒に最後まで音を鳴らすことが

できた。 

思考力・判断

力・表現力 

Ａ 色の手話表現を覚え、自分の好きな

色を選び、手話表現をすることがで

きる。 

好きな色を選び、自分から手話表現をする

ことができた。 

Ｂ 音楽に合わせて、歌ったり、手でリ

ズムをとったりするなど身体表現

ができる。 

歌いながら手拍子をしたり身体を動かし

たりして表現することができた。 

 

・ビンゴ形式のゲーム感覚で、楽しみながら英語を学ぶことができていた。 

・教師のデモンストレーションを見ながら理解し、見通しをもって取り組んでいた。 

・パワーポイントでの英文の示し方が分かりやすく工夫されていた。 

・音楽で始まりの楽しい雰囲気を作り、期待感をもたせる工夫ができていた。 

⇒・本時の目標に「知識・技能」の項目があっても良かったのではないか。 

・パワーポイントの文字量と大きさ、文字の色に配慮が必要だったのではないか。 

 ・対象児童以外の児童に対して、実態に合った内容であったか。 

 ・インタビューシートを工夫することで、さらに扱いやすく見やすくできるのではないか。など 

 

日 時 令和６年１２月２０日（金）３校時（１０：２５～１１：１０） 

場 所 音楽室 

対 象 通常学級１４名（男子１２名、女子２名）重複障がい学級１名（女子１名） 

授業者 山本 洋司（T１）、百濟 悠（T２）喜多山 順子（T3） 他４名 

１ 単元名 

「みんなで音楽を楽しもう！～なかよしドレミ～」 

６ 本時の目標（１２／１２） 

（１）音階の違いに注目して、音楽や演奏する友達や教師と合わせて、プッシュベルを鳴らすこ

とができる。【知識・技能】  

（２）歌詞や曲調の変化に気付き、音楽的な表現を楽しむことができる。【思考力・判断力・表現

力等】 

（３）発表する時の態度やきまりを意識し、発表に取り組むことができる。【学びに向かう力、人

間性等】 

 



主体的に学

習に取り組

む態度 

Ａ 発表のときの約束を意識し、友達と

の発表を楽しむことができる。 

礼の仕方を意識するなど約束を守りなが

ら、発表を楽しむことができた 

Ｂ 教師と一緒に友達の演奏を聴き、拍

手をすることができる。 

 

友達の演奏が終わると拍手をしたり、曲が

始まると笑顔を見せたり、楽しむことがで

きた。 

(3)課題点、改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学部研究のまとめ(成果と課題) 

(1) 成果 

〇対象児童の評価を参観者全員で行うことにより、観点別評価の見方を確認することができた。 

グループ協議の中で、対象児童の観点別評価(「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に活動

に取り組む態度」)について、参観者もそれぞれ対象児童の評価を行いながら意見交換を行った。

前年度研究の積み重ねもあり観点別評価の取り組みに慣れ、混乱なく評価することができた。 

〇児童の評価を受け、目標・内容・手立てなどの課題点、改善点を探り、次に向けた授業改善に取

り組むことができた。 

良かった点を含め、目標・内容・手立てなどについて様々な視点から意見が出された。改善すべ

き点の他、活動をより広げるための展開案などもあり、次の授業につながる意見交換ができた。 

 (2)課題 

〇授業改善の取り組みとして、互いに授業を見て意見交換ができる場を、次年度も継続したい。 

〇意見交換の中で、目標の立て方や単元・題材の内容が児童の実態に合ったものかという点につい

て何度か話題となっていた。評価や手立てについては、研究授業に限らず授業者それぞれ意識の

高い取り組みにより成果をあげてきているので、視点を変え、実態・目指す姿・目標に目を向け

ても良いかも知れない。 

〇略案の様式について、様式が明確でなかったため「指導案」の作成となっていた。研究授業及び

授業研究会が負担とならないように整理したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分かりやすい題材(曲)で実態に合ったパート分けや、本時の「発表会」というやり方も良かった。 

・職員の役割分担や連携が良く、全体的に活動の展開がスムーズなため、児童が楽しそうに活動して

いた。 

・子ども達への評価や盛り上げ方が良く、最後まで楽しい雰囲気だった。 

・手話表現を取り入れながら取り組んでいて、歌唱が難しい児童の表現に良いと思った。 

⇒・本時の目標について、本時の内容にあった目標設定が必要だったのではないか。 

 ・声掛けなどで力が入り過ぎていたので、静かな時間もあった方が良い。 

 ・ホワイトボードの情報量が多いので、整理した方が良い。 

・評価について花丸を自分たちで貼る活動にしても良いのではないか。       など 

 


